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＜連絡事項＞

· 明日、日赤病院に入院されている坂本良雄様が、当院へ再入院となります。時間は未定です。

· 異動希望書は１月28日までに、必ず提出しましょう。

· 石川さん、濱道さんの勤務変更による勤務調整をおこなっています。各自、確認お願いします。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様

バイタルサインの異常もなく、食事も自力摂取できるようになっています。ここ数日、突然喫煙を要求されることあります。説明に対しては、興奮はありませんが、喫煙を要求されるのは、隔離室入室以来はじめての事です。入浴、退室時も衝動行為はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

身体症状は徐々に改善傾向にありますが、まだ不安定さみられるので密な観察が必要です。「喫煙要求」の原因やその言葉を通して、畑中様の精神状態を観察していきましょう。

吉田　福松様

土曜日の夕食時に、コップをとろうとしたスタッフを蹴ったり叩くなどの粗暴行為みられました。その後は落ち着かれ、一時退室中も穏やかに過ごされています。隔離開始直後から、食器などの執着する協調行動がみられており、それに伴う粗暴行為と考えられます。食事量は徐々に増えてきており、失禁もみられなくなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

夜勤帯での、訪室時は十分に注意をはらいながら、危険防止につとめ、その行動がなぜ引き起こされたのか、分析・介入をしましょう。食事・排泄など身体的なセルフケアが不充分なところは援助をしていきましょう。

＜要注意患者様＞

坂　貢様　

私物管理・喫煙について、症状が安定するまでは控えていくことで話し合っていましたが、スタッフによっては、喫煙のためにBユニットへ誘導をしたり私物を本人へ渡したりなどのケアの統一がなされていません。

（対策）

現在は、症状の不安定さがあり食事や睡眠が十分に確保されていません。要求も過多であり、内容も一貫性がありません。Bユニットの特定の患者様との必要以上の関わりにより症状の改善遅延を招くおそれがあります。スタッフの曖昧なケアが、患者様の治療にも悪影響を与えるということを、各自が認識をして受持ちだけに任せるというのではなく、チームとしてのケアを確立していきましょう。また、受持ちスタッフが決めたケア方針やカンファレンスで決定されたことについては、お互いに確実に情報を提供していきましょう。今回のケースでは、再度受け持ちスタッフと話し合う機会をもうけて、必要な物だけ管理する。喫煙については十分に観察をできないのであれば、時間をずらすなど対応していきましょう。

佐々木　尚子様

ホールにて食事をされていますが、男性患者様（安達様）に牛乳を盗られてしまうことがあるようです。ホールでの食事開始後の、佐々木様自身の盗食や問題行動はみられていません。

（対策）

佐々木様の配膳･食事の際は、スタッフが協力をしながら観察をし、男性患者様と食事の席を意識的に離すなどの介入をしていきましょう。

＜川端Dr.患者様ケースカンファレンス＞

田中　秀昌様～本日採血施行。夜間の多弁さはつづいていますが、日中の意志表出困難は続いて

います。

吉田　福松様～安静確保のために、睡眠薬使用を検討.便秘傾向あり、酸化マグネシウム服用中。

　　　　　　　追加で下剤処方を考慮し、排便状況をチェックし排便が３日ないようであれば対

応をしていきましょう。

鳴瀬　裕之様～内服薬変更後、拒否はありません。

塚本　勝昭様～奥様より、来院可能な日が決まれば連絡をもらう予定となっています。

　　　　　　　傷病手当金の申請は退院後でも構わないようです。

山下　拓也様～喀痰検査でクレブシエラ菌の検出があり、サマセフを内服中ですが菌の検出

　　　　　　　は続いています。明日、内科診察をうけられるようにすすめてください。

水梨　孝純様～足底部のひび割れがみられています。必要時、軟膏の処方を検討。また、普段は

　　　　　　　靴下を履かせるようにしてください。

佐々木康子様～スタッフへ何度も「いつ退院できるの？」という質問を繰り返されています。

　　　　　　　今後としては、症状の安定と周囲との関係性・協調性をもてるようになること。

　　　　　　　退院後は、近所に住んでいる家族（晴山様）の協力が不可欠となります。いまは

　　　　　　　上記のことができるようになってからと説明・対応しましょう。

曾我　正子様～西病棟への移動については、検査結果の炎症所見が消失し、排便のコントロール

　　　　　　　が良好となったら、を目安とします。転院にあたり、再入院前に比べ内服量が大

幅に減っているので数週間の時間を経て、精神症状悪化のおそれもあるので１ヶ月くらいをめどとします。炎症所見が落ち着くまでは過度の運動は控え、ホール

までの安静度としましょう。













